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 資本蓄積に抗する制御調整 講師 ⻫藤⽇出治(社会思想) 
 講座概要 

資本主義の資本蓄積はたがいに利害の対立する私的な諸個人や階級集団の制御調整を通
して事後的に遂行される。その過程で、富の不平等な分配、環境の深刻な汚染、資源の浪
費、不必要な消費、大規模災害といった深刻な危機が誘発される。このような深刻な複合
的危機は、私的諸個人や階級諸関係の制御調整を超えたさらに深層の次元の制御調整とい
う課題を呼び起こしている。本講座は、この制御調整の経済学を再考しながら、自然の生
態系、植⺠地主義、ジェンダーの社会的再生産、時間と空間、地理的な空間といった次元
における制御調整を通して組織される資本主義の仕組みにメスを入れつつ、その制御調整
の変革を通してポスト資本主義の将来を展望しようとする試みです。 
第 1 回 賃金生活者社会 societe salariale への道はなぜ阻まれたのか？ ５月１２⽇(火) 
第２回 レイシズムと性差別による制御調整 ７月１４⽇(火) 
第３回 経済と自然の生態学的な制御調整  ９月８⽇(火) 
第４回 資本蓄積と地理的環境の制御調整  １１月１０⽇(火) 

５月より隔月第２火曜⽇の１２：００−１４：００ 
参考文献 
 齊藤⽇出治「資本蓄積に抗する制御調整―レギュラシオン(市⺠社会)概念の再審」『近畿
大学⽇本文化研究所紀要』第 9 号 2026 年 「近畿大学学術情報レポジトリ」検索でアク
セス可 
       「ポストコロニアルな社会の創造に向けて―『近畿大学⽇本文化研究所紀
要』第８号 2025 年 
 D・ハーヴェイ『コスモポリタニズム』作品社 
 

第 1 回 資本蓄積に抗する制御調整と「暗⿊社会主義」(⻫藤幸平) 

 ５月１２⽇(火) 
一 二一世紀グローバル資本主義の破局を読む概念装置 
１ 資本蓄積＝経済成⻑とレギュラシオン(制御調整) 
非和解的敵対的関係(私的所有、社会階級)の制御調整 → マクロ経済的体制(産業連関、
物価、賃金、利潤、金融・・)の組織化 → GDP＝経済成⻑＝階級関係の拡大再生産  
          ⇓ 
 経済成⻑を自⼰目的としてよいのか？ 
２ 経済成⻑が生み出す破局的現象の出現―２１世紀の大危機 
気候変動(温暖化、異常気象→「気候崩壊」)、生態学的危機(森林破壊、動植物の絶滅、土
壌の廉価、食料・水・エネルギー資源の不足)、富の不平等な分配、帝国型生活様式 → 
「恒久欠乏経済」の出現 
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―経済より深層の社会生態学的過程の崩壊 
          ⇓ 
         脱成⻑ 
⻫藤幸平「人新世の資本論」―気候変動 → 私的所有の運動の発展としての資本蓄積で
はなく、コモン＝共同所有の発展としてのコミュニズム 
                ⇓ 
「人新世の黙示録」― 気候崩壊＝ソフトランディングの道はない → ハードランディ
ング＝欠乏経済をどう生きるか → 強力な国家の介入による経済の組織化＝プロレタリ
ア独裁からエコロジー独裁へ＝「暗⿊社会主義」 
「暗⿊啓蒙」＝自由・平等・友愛が権威主義、エリートの寡頭政治に反転する社会 → 
資源枯渇・異常気象・生活必要材の不足を平等に⽢受して、危機から脱出するための⺠衆
独裁政治の組織化＝「暗⿊社会主義」 
 欠乏経済を暗⿊社会主義として組織するためには、＜富裕層の終末ファシズム国家＞か
ら＜⺠衆の平等な受苦のための国家＞へと反転させなければならない 
→ 市場―国家―市⺠社会の関係の総体的な転換 
３ 資本蓄積に抗する制御調整 
 脱成⻑を可能にする道をいかにして開くか？ 
１) ＜資本蓄積を生み出す制御調整＞から＜資本蓄積を生み出さないように作動する制御

調整＞へ M・サリンズ『石器時代の経済学』法政大学出版局、1972 年 P・クラストル『国家に抗する社会』水声社、1974 年 
南北アメリカのインディアン部族社会は、社会階層と政治的権力を欠いた「⺠主的感覚と
平等性への嗜好」36 頁によって成り立つ社会 
この社会は政治的権力が作動しないように努める政治が行われる 
部族の⾸⻑制 →← 資本主義国家―資本主義経済 
 ⾸⻑の任務は「集団の緊張をやわらげる」ことにあり、もめ事を収めるのが任務、その
権力は⻑⽼会議によって厳しく統制される、戦争のときだけ⾸⻑の強制的権力を受け入れ
る ⾸⻑と成員との贈与の関係―一夫多妻制、⾸⻑による成員への贈与 
 ⾸⻑の権力が社会階層や政治的⽀配につながらないような保証 
← ⾸⻑と成員とのあいだの交換＝贈与という交換に⽀えられている  
２) 部族⾸⻑制とマルクスのプロレタリアート独裁論 
 ⻫藤幸平 19 世紀には、独裁 dictatorship 概念は暴政 tyranny、専制 despotism と区別
されて肯定的に用いられてきた 共和制ローマの独裁官―法で定められた職位 202−3
頁 
戦争、疫病、政治的混乱の危機的状況が発生すると、市⺠や執政官の承認を受けて独裁官
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が権力を集中させる 204 頁 
「独裁は危機に対処することで人⺠の自由を守るという制度として、共和制のなかに埋め
込まれていた」205 頁 
啓蒙思想の独裁論 マキアベリ、モンテスキュー、ルソー 
フランス革命時の独裁―旧体制とは異なる新社会を建設するための緊急措置として独裁が
要請される。207 頁 
独裁概念は未来社会を志向するもの ＋ 自由な未来の共和国の建立に奉仕する、少数の
啓蒙された革命家たちによる⽀配を正当化した 209 頁 
 プロレタリア独裁―労働者階級が自⼰統治の能力をもっている → 大衆を⽀配し搾取
する既存の自由を廃棄するためにとられる強制措置 1871 年パリ・コミューンがプロ独の現実的ありかたとして「ついに発見された政治形態」 
             ⇓ 
プロレタリア独裁国家―資本蓄積と国家に抗する制御調整の政治形態であり、それはアメ
リカ先住⺠の部族⾸⻑制の政治の近代社会における復権 
経済と切り離された政治的国家ではなく、経済的内実における労働者階級のヘゲモニーを
ともなった政治的形態 
パリ・コミューン 

１ 新しい政治形態―女性の参政権、外国人の政治参加、立法と執行を担う行政機関、
市⺠がリコールできる代表者、軍隊と警察の解体・⺠兵組織、 
 ２ 経済的内実の創造―冶金・児童労働の禁止、労働時間の短縮  
３) 平田清明のプロレタリア独裁論 

『社会形成の経験と概念』1980 年、岩波書店 
第 2 部 社会闘争の経験と概念 
 １ プロレタリア独裁概念の放棄 
 ２ 連合の敗北と自⼰変革 
 ３ 自主管理と複数主義の社会主義 

① 放棄の理由 1976 年フランス共産党 22 回大会―プロ独概念はフランスの現実を十分とらえていないか
ら放棄する 
「下部大衆にこのプロレタリア独裁を受け入れさせることにー過渡的なものとしてさえー
困難を感じている」181 頁 党員の「忌避の一般化」 
② プロレタリア独裁概念の意味の確認 
一 プロ独とは⺠主主義の政治形態である 
それは「労働者階級とその同盟者による社会の指導管理 gestion」187 頁 
「全ての勤労者、全ての人⺠が公共の指導管理と管理運営に参加し得るようにすることこ
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そ社会主義権力の第 1 の機能である」＝「全勤労者全人⺠の⺠主主義の拡延」187 頁 
二 プロ独とは、社会経済の⺠主主義的な組織化の形態 
国家の指導管理の⺠主化 ＋ 企業の指導管理の⺠主化＝企業管理への労働者の広範な介
入 
 共産党・社会党の共同綱領 1972―74 年 「自主管理 autogestion」「⺠主的管理」 
＝国家の管理 ＋ 企業の管理と始動への労働者の参加 
＝「経済的⺠主主義と政治的⺠主主義との同時的展開」192 頁 
一人一人の労働者・市⺠が「決定の採択、⼿段の選択、実施と成果のコントロールに参加
する可能性と⼿段を持つことこそが、経済的⺠主主義と政治的⺠主主義との同時展開の内
容」192 頁 
③  プロ独概念の放棄の意味―党独裁国家にかわるもうひとつの社会主義像の提示＝自

主管理社会主義 
プロレタリア独裁国家の党独裁国家への変質＝「現存社会主義」の現実からの脱却 
市⺠社会の上部にそびえたつ強大な権力から市⺠社会のしもべとしての権力への転換 
所有形態の多元化―国⺠的所有、地⽅圏所有、コミューン所有、アソシアシオン所有とい
った多元的な社会的所有の発展＝社会的所有の国家的所有への一元化を許さない 202 頁  
「大会における放棄決定の意義は、概念による経験のオリエンテーションと経験による概
念の定義との格闘の中で、後者による前者の揚棄を実現しようとすることのうちにある」206 頁＝「過渡期権力の総体性の認識」「過渡期の社会科学的概念たるプロレタリア独裁の、
豊富化としての保存の道標」207 頁 
＝プロ独概念のたんなる放棄ではないことの確認 
４) 自主管理社会主義の敗北と新自由主義的グローバル化の⽀配 
               ー『資本論』を超える社会の出現 
①  社会に介入する国家の出現 19 世紀商業社会の自立化と政治的国家 政治経済学の出現 → 政治経済学批判とし

ての『資本論』 
        ⇓ 20 世紀のコーポラティズム国家 M・フーコーの自由主義的統治＝被統治者の自由を最大限尊重する統治 
→ 自由主義的統治はそのための市場の自由競争環境を整備するために国家を呼び寄
せる＝「競争秩序のポリティクス」雨宮照彦  1930 年代のオルド自由主義 → ナチズム＝国家コーポラティズム 
       ⇓ 
第二次大戦後の経済成⻑＝フォード主義的蓄積体制 1950−70 年代 
 フォード主義的労使間妥協中心の「管理された調整」 
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 経済成⻑を管理する国家＝ケインズ・ベヴァレッジ主義的国家＝社会コーポラティ
ズムー資本・労働・政府の三者の協議による資本主義の統治 
政治学におけるコーポラティズム論の台頭 
政治経済学におけるレギュラシオン理論の生誕 1970 年代 
       ⇓ 
グローバル競争国家−1980 年代−21 世紀 
 金融主導型国家 収奪に基づく資本蓄積 金融レントの収奪を保証する国家 
 Exa. GM という自動車製造企業が金融レントを最大の収益源にする 
             ↓ 
 プラットフォーム資本主義 デジタル情報の囲い込みをレントにする資本蓄積 
 市⺠社会と政治的国家の相互浸透の深化―「新しいコーポラティズム国家」ナオ
ミ・クライン 

②  自主管理社会主義 →      賃金生活者社会(M・アグリエッタ) 
 所有と管理の多元化     所有(市⺠的交通形態)から規律訓練 discipline へ 
所有の管理としての内実化   生産・消費・生活・文化の規律化の⺠主主義的再編 
                      ⇓ 
市⺠社会と政治的国家の相互浸透―資本蓄積を組織する政治 
新しい国家コーポラティズムの出現 
 ナオミ・クライン『ショック・ドクトリンー惨事便乗型資本主義 disaster capitalism』  
気候崩壊と暗⿊啓蒙(新反動主義、反⺠主主義)を生み出したのは、このような資本蓄積を
組織する政治 
この政治をレギュラシオン概念で把握しようとしたのが、平田清明『市⺠社会とレギュラ
シオン』1993 年、岩波書店 
  

② 市⺠的交通形態から社会生態学的交通形態へ 
 市⺠的交通形態＝商業社会―資本と国家の次元 
   市場経済社会＝商業社会＝ブルジョア社会 
      ＋ 
   政治的国家  
社会生態学的交通形態 
  市⺠的交通形態が人間と自然の質料変換＝物質代謝を媒介する 
  市⺠的交通形態が、社会感情、倫理、世界観などの精神的交通の組織化を媒介する F・ガタリ『三つのエコロジー』自然のエコロジー、社会のエコロジー、精神のエコロジ
ー 
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⻫藤幸平のエコロジー独裁論 
 環境弱者による「エコロジー独裁」224 頁 
気候ファシズムとテクノ・ファシズムが融合した選⺠的な終末ファシズムの⽀配 
 気候崩壊の社会的弱者への集中的なしわよせ ＋ デジタル技術の巨大企業と国家によ
る独占＝プラットフォーム資本主義 
           ↓ 
 緑の戦時経済―ボトムアップで市⺠の自立組織や相互扶助の仕組みを増殖させ、平等主
義的な経済の組織化を追求する 
資本の専制＝五輪や万博の巨大イベントによる開発プロジェクト → 労働者のため、地
域のため、自然環境のための雇用・経済の仕組みの創造、ケア労働の重点化、気候崩壊に
対処するためのエッセンシャル・ワーク＝自然災害に備える消防隊、救助隊の拡充、住環
境やインフラ整備のための労働、 
   ↓ 
暗⿊社会主義―資本の専制を廃して弱者のためのエッセンシャル・ワーク基軸の経済の仕
組みをつくるためには、富裕層のための政治を弱者のための政治に転換する経済の仕組み
と国家の仕組みを再組織しなければならない 
国家を抑圧と搾取の武器から解放の武器に変換する、市場を解放する武器にする → 国
家と市場をそのようなかたちで再編する動きは市⺠社会の内部から立ち上げる 


